
滋
賀
県
で
は
、
北
の
近
江
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
さ
れ
た
。

高
島
市
で
も
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
が
思
い
の
ほ
か
早
く
進
ん
で
お

り
、
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
、
国
道

1
6
1
号
な
ど
の
社
会
基
盤
の
整

備
・
活
用
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
、
マ
キ
ノ
以
北
の
国
道
1
6
1
号

等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
湖
北
バ
イ
パ
ス
第
4
工
区
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長

本
年
度
も
海
津
地
区
を
中
心

に
用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
予
定

で
す
。

問
道
の
駅
マ
キ
ノ
追
坂
峠
防
災
拠
点

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長

災
害
・
被
害
情
報
の
発
信
や
一
時

避
難
の
拠
点
と
し
て
情
報
提
供
施
設

や
ト
イ
レ
等
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、供
用
は
来
年
春
の
予
定
で
す
。

問
農
産
物
処
理
加
工
施
設
の
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
林
水
産
部
長

市
内
の
農
林
水
産
物
を
幅
広
く

取
り
扱
え
る
よ
う
条
例
の
改
正
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の

形
状
や
補
助
制
度
の
規
定
の
も
と
で

の
制
限
な
ど
、
そ
の
活
用
が
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。
相
談
が
あ
れ
ば
、

使
用
さ
れ
る
用
途
や
、
場
所
、
期

間
な
ど
、
そ
の
時
点
で
の
施
設
の
状

況
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
国
道
1
6
1
号
野
口
か
ら
国
境

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長

国
道
1
6
1
号
の
敦
賀
市
疋
田

か
ら
マ
キ
ノ
町
野
口
ま
で
の
区
間
は
、

幅
員
狭
小
区
間
の
解
消
や
災
害
時

の
緊
急
輸
送
の
確
保
、
冬
期
の
円

滑
な
交
通
確
保
の
た
め
の
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
敦
賀

市
疋
田
か
ら
同
市
駄
口
の
4
・
5
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
敦
賀
市
駄
口
か
ら
マ
キ
ノ

町
野
口
ま
で
の
区
間
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、

早
期
の
事
業
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う

県
や
国
な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し
要

望
し
て
い
ま
す
。

高島市の北部振興に
つながる国道等の
整備促進について

早川　康生 議員

空
家
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

国
道
国
道
1
6
1
1
6
1
号号  

マ
キ
ノ
町
野
口

マ
キ
ノ
町
野
口

以
北
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か

以
北
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か

問
事
業
化
に
向
け
て
、
国
や
県
に
し
っ
か
り
と�

要
望
し
ま
す

答

道の駅マキノ追坂峠
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